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研究成果の概要（和文）：オブジェクト指向プログラムのメソッド名とクラス名の命名を支援する手法として，メソッ
ドやクラスの内容から適切と考えられる名前を推薦する手法を提案し，評価した．さらに，メソッド名や周辺の情報か
ら，メソッドボディが空の状態で使用できるコード推薦手法を提案し，評価した．どちらの手法においても，既存の大
量のソースコードをコーパスとして用いることで知識を学習し，そこから推薦される情報を生成する．

研究成果の概要（英文）：We developed and evaluated an approach for supporting naming a method and a 
class. The approach generates candidate of method names from content of the method and the class 
respectively. Furthermore, we developed a novel code completion approach, which can be used when a method 
body is empty, leveraging a name of the method and its context. Both approaches leverage the knowledge 
learned from huge size of code corpus for generating candidates.

研究分野： ソフトウェア工学
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１．研究開始当初の背景 
 
一般に，ソフトウェアの長い寿命の中では

多くの保守作業が実施されるが，その中でプ
ログラムの理解に大きなコストが割かれて
いる．ソフトウェア開発者は，プログラム理
解に様々な手がかりを利用するが，その中で
も識別子の名前は非常に重要な手がかりで
あるとされている．このため，適切な識別子
名を与えることは，ソフトウェア開発におい
て重要な意味を持つ作業となっている．この
課題に対して，代表者は過去の研究において，
開発者が新規にメソッドを作成する場合に，
そのメソッドの周囲の情報から適切なメソ
ッド名を推測し，候補を提示する手法を提案
した．[早瀬科研 09, 鬼塚 12]  
一方，ソフトウェア開発を効率的に行うた

めの技術の 1 つに，コード補完  (code 
completion) がある．コード補完とは，開発
者が編集しているソースコードに対し，次に
入力されるであろうコード片を推測し，推薦
する機能である．多様なライブラリやフレー
ムワークを駆使する現代のソフトウェア開
発では，コード補完システムは欠くことがで
きない機能となっており，その機能を充実さ
せる研究が数多く実施されている [Bruch09, 
山本 12] が，メソッドを新規に作成した場合
のような，メソッドボディが空の状態で効率
的な推薦が行えるシステムは存在しなかっ
た． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，メソッド名とその内容との相

互の関連に着目し，どちらか片方の情報と，
周囲の情報とを合わせて用いることで，もう
一方を推定・推薦するシステムを提案する．
具体的には，以下の 2 つの手法を提案する． 

 
(1) 既存のメソッドに対して，その内容と

周囲の情報を基準として，より良いと
考えられるメソッド名を推薦する手法 
 

(2) 新規に作成するメソッドに対して，メ
ソッド名と周辺の情報を基準として，
そのメソッド内で呼び出すメソッドを
推薦する手法 

 
前者の手法により，開発者が少ない手間で，

良いメソッド名をつけられるようになると
期待される．後者の手法により，高精度なコ
ード補完が使用できる場面が増えると期待
される． 
 
 
３．研究の方法 
 
前準備として，コード補完に必要となる知

識の獲得のために，実績のあるソースコード
の収集と，収集したソースコードのモデル化，
そしてデータマイニングによるルールの獲
得という順序で，作業を行なう．具体的には，
オープンソースソフトウェアのリポジトリ
などから，品質が高く，良いメソッド名が命
名されていると期待されるソースコードを
収集した．さらに，メソッド名の文法構造や，
メソッドボディ内の処理内容，周囲の情報な
どを集合としてモデル化し，それに相関ルー
ル分析を行うことで，知識を獲得した． 
次に，獲得した知識を利用してメソッド名

やメソッドボディの推薦を行うシステムを，
統合開発環境Eclipseプラグインとして実装
し，評価を行なった． 
さらに，当初目標になかった研究成果とし

て，メソッド名の推薦の技術を，応用・発展
させ，クラス名の推薦を行う手法を，提案・
開発した． 
 
 
４．研究成果 
 
まず，メソッド名の推薦手法については，

大量のソースコードに対してメソッド名と
ボディなどの関連情報との分析を行い，過去
の開発履歴から得られたメソッド名の一部
を組み合わせて生成するメソッド名候補を，
一覧の形で提示する手法を開発した．システ
ムを評価した結果，特にメソッド名のうち動
詞部については，高い精度で推薦できること
が分かった．これらの成果について，国内学
会 FOSE2013 [学会発表 7] と，国際会議
CSMR-WCRE [学会発表6] においてそれぞれ成
果を発表した．特に FOSE2013 における発表
について，第一著者に対して IEEE Computer 
Society Japan Chapter FOSE Young 
Researcher Award 2013 が授与された． 
次に，メソッドボディの推薦手法について

は，メソッドボディの推薦については，初年
度から実現方法の検討を進め，国際ワークシ

図 1. メソッドボディの推薦手法 



ョップにおいて手法を提案 [学会発表 8] し
て，国内外の研究者と議論を深めた．その後
に提案手法を実装 (図 1) して評価を行い，
その成果を研究会と論文誌で報告した．[雑
誌論文 1, 学会発表 4] 
クラス名の推薦手法については，まず基礎

的な調査として，クラス名の構造と，クラス
名で用いられている単語やその数を確認し，
その結果を報告した[学会発表 3]．続いて，
その調査結果に基づいて，メソッド名の推薦
手法と同様にクラス名候補の一覧を提示す
る手法を提案し，これを評価した結果とあわ
せて報告[学会発表 5]した．この評価の結果，
メソッド名と同様の手法はクラス名にはう
まく適合しないことが判明した．そこで，ク
ラス名の特徴である文法構造や，単語の多様
性を利用し，段階的かつ対話的なクラス名推
薦手法 (図2) を提案[学会発表 1, 学会発表
2]し，問題を克服した． 
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